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－国

／

証

〔男〕ビブロスヅｬ ｹ ｯ ﾄ (毛1 0 0％)…g a O O O円
シャツ( ﾚ ｰ ﾖ ﾝ 5 5 ％綿4 5 ％) …………３９，０００円
パンツ( 綿1 0 0 ％) ……………………３９，０００円
〔女〕ビブロスジャケット…………1 1 5 0 0 0 円

（毛1 0 0 ％･ 部分使い牛革）
ブラウス(綿1 0 0 ％）…………………4 6 , 0 0 0 円
パンツ(ﾚ ｰ ﾖ ﾝ 7 5％綿2 5％･部分使い牛革）４６，ＯＯＯ円

回ブロック3 0 パートⅡ

ｆ曽望目

曙
三馬屋

ゴ

Ｌ

国ジーニアス･ ギャラリー
ジーニアス･ ｶ ﾌ ｪ ／メゾン･ デュ･ ｼ ｮ ｺ ﾗ ／エ･ ヴー／ｲ ﾝ ﾀ ﾚ ｽ ﾄ
ｴ ﾒ ﾘ ｯ ｸ ･ メールソン／オトウール･ デュ・モンド／ｽ ﾃ ﾌ ｧ ﾈ ﾙ
ｼ マロン／ナラ･ カミーチェ／ジヤッカロー／マルベリー／ベネトン
コール･ ハーン／エーグル／ﾍ ﾝ ﾘ ｰ ･ ｺ ｯ ﾄ ﾝ ス

■ＢＬＯＣＫ３０
エンポリオ･ アルマーニ／エミスフェール／ブﾗ ﾀ ﾞ ／ｻ ドﾗ ﾘ ｰ
グｧ ﾚ ﾝ ﾃ ｨ ﾉ ･ ガラヴァーニ／ﾌ ｪ ﾝ ヂｨ ／ｴ ﾄ ﾛ ／アルニス
ヴィンサント( レストラン& バー) ／カフェ･ ド. ラセール

■ＢＬＯＣＫ３０ＰＡＲＴⅡ
ピプロス／アイスバーグ／オリバー／ポリーニ
カフェ･ ﾚ ﾄ ﾛ (レストラン&バー）
■ＬｌＶＥＬＡＢＷＥＳＴ
アニエス･ べ一／アフタヌーン･ ティー／ヂｭ ｵ ／アフタヌーン･ テイールーム

園クリークス園マリテ＆フランソワ･ ジルボー
回ポール･ スチュアート回ジャンポール･ ゴルチェ
目ケンゾー･ パリ神戸店

〔男〕シマロンシヤツ(綿1 0 0 % ）…･…1 4 , 8 0 0 円
ジーンズ(綿1 0 0 ％) ………･ …………１２，８００円
ベルト・………･ ……･ …･ …………５８‘ＯＯＯ円
〔女〕オトウール･デユ･モンド
ブラウス(綿1 0 0 % ）…………･………１４. O O O 円
ショートパンツ( 綿1 0 0 ％）……………１５Ⅲ8 0 0 円
カーディガン(綿1 0 0％)…….．‘………1 2 ,ＯＯＯ円

国ジーニアス･ ギャラリー２階

－」

圃
剛
副
訓
伊
隆
凹
同
耶
伸
』
陀
悶
函

あなたの､神戸で魂

〈営業時間>１１: 0 0 AＭ～８: 0 O P M水曜定休日※ヅー ﾆ ｱ ｽ‘ｶ ﾌ ｪ ､ヴｲ ﾝ ｻ ﾝ ﾄ ､ ｶ ﾌ ｪ ･ ド･ラセール､ ｶ ﾌ ｪ ･ ﾚ ﾄ ﾛ ､ ポール･ ｽ ﾁ ﾕ ｱ ｰ ﾄ の営業時間は異なりま寵

⑨
表
示
価
格
の
３
％
を
消
費
税
と
し
て
別
途
頂
だ
い
い
た
し
ま
す
。

〔男〕ヘンリーコットンズ
ジャケット(毛1 0 0 ％）･………………１１８，０００円

■ジーニアス･ ギャラリー２階
〔女〕エ･ヴーブラウス(綿' 0 0 % )……1 - 7 P O O円
ジーンズ(綿1 0 0 ％）・…･…………･…１４．８００円
スカーフ(絹1 0 0 ％）・…………………1 2 , 0 0 0 円

※ジャケットは参考出品
回ジーニアス･ ギャラリー1 階

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



／

乎湯ﾆィ
西洋文明で開花した神戸百年｡ 多彩な料理文化が

世界に誇る神戸牛を育て、至芸のステーキを生み出しました。

その伝統に革新をプラス。真空加熱でほどよく

ミディアム' 二仕上げたステーキの真ずいを、

豊潤なシズルにのせてお届けいたします画

●ＵＳビーフフイレステーキ. l 人前￥２．５００

●ＵＳビーフもも肉ステーキ. l 人前￥1 , 8 0 0

一

株式会社 ロックフィヨｕ坐
、 ＴＥＬＯ７８－４５２－０００８

神戸の粋をお届けします。
エスフ．り

●神戸牛フイレステーキ・’人前￥8 , 0 0 0

神戸・グルメ都市宣言に寄せて
食の新しいライフスタイルを提案する

グルメ都市・神戸に当社が設立されて
以来､ 単なるおいしさの追求のみでなく、
食を通してより豊かなゆとりある生活の
追求をテーマに、常に質の高い本物のデ
リカテッセンを提供し続けてきました。
また神戸の歴史・文化に培われた食の素
晴しさをエッセンスに、フレキシブルな
発想と高度な技術力、そして若々しい情
熱で、未来の食文化そして新しいライフ
スタイルの提案をし続けます。

代表取締役社長岩田弘三

、

ノ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



耳塁塁謬
香り豊かなＵｃｃ家庭用コーヒー

F 1

Z ＪＣＵ上島伽排株式会社

神戸発
" おいしいコーヒー”
国際港都神戸は、わが国最大の輸入港
です。今や世界でも有数のコーヒー消費
国になった日本。そのコーヒーの約4 5 ％
が神戸港に輸入されます。この海外に開
かれた風土は様々な味覚を培ってきまし
た。その一つがコーヒーです。
一杯のコーヒーが与えてくれる豊かな
心とやすらぎの一時、そして限りない創
造。ＵＣＣは、ひと粒ひと粒に愛情をこ
めて" おいしいコーヒー, ' をお届けします。

代表取締役社長上島達司

、

|Iノ
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『▼
／

－－弓

、

メリーヒル
ゲルラン
ポンフカヤ
シス
ルーブル・

ブライダルサロン

タドンイアナ
ミッシェル･ クラン
クロードレマ
タカノ
ココ山岡
三愛
キャンディッド･ マスアラプグレッツ
メイソングレートゥエンテイヮン
フオーセットミシュー・エタム
ペネトンＡｕｇ
ラッキーズリーフノット
ハニーハウスアトモスフェール
イーストポーイヴィッキー
靴下屋アラン ･ マヌキャン
フェアリーキャトルセゾン
ベシェハウスオブローゼ
リップスターワコール
ペイトンプレイストリンプ
ヴィフラバズル
パルチザンミセラン
クレヨンシェル
マリークヮント

神戸･ 三宮、さんプラザ2 . 3 Ｆ
センタープラザ３Ｆ
営業時間ａｍｌｌ:Ｏ０－ｐｍ８:００
ＰＨＯＮＥ－０７８．３３２．１６９８

|:lMiHi○ＮｉｌARK
第８月曜．定休日

、
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Cycle-90oR
六甲アイランドシティ
作・松本繭

これは神戸を愛する人々の雑誌です
あなたのくらしに楽しい夢をおくる
神戸を訪れる人にはやさしい道しるべ
これは神戸っ子の心の手帖です。

８月号目次●１９９０．N o . ３５２
表紙／小磯良平
セカンドカパー／西村功
１１神戸つ子9 0 ／中村賀津子･ 竹中勝則
１４ある集い／神戸ゾンタクラブ･ 神戸ネオトロピカル協会
１７コウベスナッブ／ファッションモニュメント

T O Y O T A モーターショー
１８美の小箱／文・伊藤誠絵･ 松田一戯
２０神戸の銘木／カメラ・小林政夫
３１私の意見／小室豊允
３３随想三題／玉岡かおる･ 門田露･ 服部正
３６地域文化論／永谷頴介
３８連載エッセイ／田中千佳カット･ 西村功
４０私と神戸／妹尾河童
４２トランペット片手にブラジル一人歩き／右近雅夫
４４加排飲みながら／宮尾登美子
４６第1 4 回井植文化賞発表／国際交流部門・科学技術部門
報道出版部門･ 地域活動部門･ 社会福祉部門･ 文化芸術部門

５４〈特集》国際交流Ｉドイツ総領事エーバハード･ バウマン
ＶＳフランス総領事ルネ･ ペレ

６０〈特集W 国際交流Ⅱキャンペーン座談会
出席者／大野利彦･ 石黒マリーローズ･ 柏崎平景

クレーアントニシラン･ 楊衛平
６６経済ポケットジャーナル
7 O ふたたびプロフェッサーＰの研究室／岡田淳
７２タカラズカ座談会／出l 簡詫奇・剣幸・天海祐希・岡田敬二
７６ファッションスポット
８３話題のひろは／久山康
８４神戸のお嬢さん／フローラ･ イリアス･ サリス･ 柿和謂美子
1 m もうさんのひょうごウオーク／西播磨天文台公園, 高橋孟
1 1 3 コーヒーブレイク
1 1 , 1 動物園飼育日記／ゾウの動物園史（1 2 ) ・趣井一成
Ｗ神戸の集いから
1 ｍ神戸を福祉の街に／橋本明
1 3 0 有馬歳時記
1 3 6 百店会だより
剛モダンカルチャー
１４０シネマ試写室／｢ 敵､ ある愛の物語」淀川長治
1 4 2 ぴっといん
1 M ポケットジャーナル
ＷＫＦＳニュース
１４８るぽるた一じゆ神戸／" 幻の炭鉱があった' ' ・文有井基
１５２第1 4 回神戸文学賞佳作作品･夏の遠景/文･ 伊々 田桃カット･羽多悦子
ｌ５７神戸っ子倶楽部会員情報
１１４ちょっとたたずんで／街角の花７当津隆
１７６海船港/ 三菱重工業が生んだ2 つの夢
クリスタルハーモニー号､ フロンティアスピリツツ号

目次作品－松本薫
カメラ／米田定蔵・池田年夫・松原卓也・森田篤志
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「神戸国際コミユニテイセンター－Ｉ

平成2年10月6日(土）く昼の部＞…戸…-'L大ﾎｰ ﾙ鰯J購■入坦料金
ｓ席凋,120円Ａ席/3,090円Ｂ席/2,060円６時開演
あじさいシートル0 3 0 円鞘罷を含んでいます｡ )
■入場券発売所：神戸文化ホール､ さんちかプレイガイドほか市内主要プレイガイド
間西ブﾚ ｲ ガｲ ド協会､ ﾁ ｹ ｯ ﾄ ピｱ ､ チケットセプン､ ｵ ﾚ ﾝ シチケット
あじさいｼ ｰ ﾄ は神戸文化ホールプレイガイドのみ
画主催；神戸市・神戸市民文化振興財団神戸文化ﾎ ｰ ﾙ

過熱篭穂識鋪識蕊５１~ 3 鯛，ノ

／

、

･ 上尾嘉男
阿井美千子
栗川芳礎
キモサベポン人

／ 、

日本語や書道、華道など
日本文化を外国人に教える
ボランティア活動に
参加しませんか。

▼

4 回花かがみ公演

い
ぐ
さ
に
負
け
た
ら

（
戦
争
）

り
っ
ぱ
な
「
女
」
に

な
れ
ん
ぞ
Ｉ

い
く
つ
に
な
っ
て
も

男
は
子
供
Ｉ

女
は
〃
お
ん
な
〃

出演
有馬稲子
波乃久里子
栗田陽子
桂木文
浜田寅彦
東恵美- ｆ
小坂一也

●お互いの文化を理解しあ
う異文化トーク、日本文
化セミナーや語学サロン
を行っています。
●外国人への生活情報を提
供します。
D 海外の新聞、雑誌が楽し
めます。

ハマナカトオル
酒ｊ|言洋子
岡本多鶴
松竹株式会社

ノ
ノ

〒
剛
神
戸
市
中
央
区
江
戸
町
蛇
番
地

江
戸
町
Ｓ
Ｋ
ビ
ル
５
階
（
市
役
所
西
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
７
８
）
３
２
２
１
０
０
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
７
８
）
３
２
２
１
１
１
３
０

脚本
演出
制作
製作

【開館時間】
10:００Ａ.Ｍ・～8:ＯＯＲＭ.(月～金）
１０:００Ａ.Ｍ･～5:00PLM.(土）

【お問い合わせ･ 窓口業務】
10：0 0Ａ.Ｍ今～5:Ｏ０ＲＭ，（月～金）
１０:00Ａ.Ｍ・～12:O0FLM.(土）

（日･ 祝日休館）
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＝ = 一

鼻！

上
品
な
う
す
小
豆
色
を
べ
ｌ
ス
に
し
た
絹
訪
問
着
。
結
城
羊
子

様
新
調
の
、
お
気
に
入
り
の
夏
衣
で
す
。
「
徳
田
義
三
」
作
逸
品

だ
け
に
、
み
ご
と
に
雅
や
か
ノ
・
駒
絹
地
は
一
柔
ら
か
く
涼
し
く
、
夏

に
は
最
高
の
肌
ざ
わ
り
の
お
召
し
物
で
す
。
ま
た
、
身
ご
ろ
上
前

よ
り
、
格
調
高
い
鳳
鳳
の
舞
い
姿
も
、
一
層
の
気
品
を
漂
わ
せ
ま

＋
も
組
合
せ
た
絹
つ
づ
れ
夏
帯
も
金
箔
、
色
箔
取
り
合
わ
せ
て
、

正
倉
院
模
様
に
は
珍
し
い
織
り
柄
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
結
城
羊
子

様
の
お
好
み
の
良
さ
が
伺
え
る
夏
の
正
装
で
す
。

モ
デ
ル
／
結
城
羊
子
さ
ん

〈
大
阪
北
新
地
〃
ソ
ル
テ
レ
ー
ジ
ュ
〃
オ
ー
ナ
ー
〉

邑t 西？＆おL やれ小物

切
一
黍
を
溌
溺
１
ノ

１
０

４

"詳官
三名 １１ 嵩

Ｋ
認

画

／

Ｌ

霞示冒扇＝莞ぞ読舜) 3 3 3 7

1

和
狸
誕
コ
ー
デ
ィ
電
ネ
ー
タ
ー

些
小
川
璽
唖
子

Ｉｉ

蚕
。
錘

可

鐸
＝

きもの＆おしゃれ小物

１１

, ソｿ 鷺琴

邑t 西？＆おL やれ小物

－

４

職｡

／

唖

神戸市淵区山田町3 - 2 - 2 6 六甲ＫＳビル
盃（078）822-3337㈹

¥4..Ｊ〈ｊ:.“;司

卿繊遜爵

ヴィ･ アン

1 曲耳 ､ 負埋唾

Ⅱ Ｉ , Ⅲ

ｂＬ

‘執!Ｌ義､』

■

ェ’１
ｒｋｌＬ
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冊
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Ⅱ
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目
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■
｜
私
の
意
見

八
姫
路
独
惚
大
学
教
授
・
兵
庫
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
徳
会
会
長
Ｖ

小
室
豊
允

新
高
齢
化
時
代
と

生
涯
福
祉
社
会
の

創
造

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ァ
と
い
う
英
語
が
福
祉
と
い
う
日
本
語
に
訳
さ
れ

る
と
、
そ
の
元
の
意
味
が
手
品
の
よ
う
に
変
え
ら
れ
て
し
ま
う
。

も
と
も
と
の
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
と
い
う
言
葉
は
、
「
う
ま
く
や
っ

て
い
く
」
「
良
い
生
活
を
す
る
」
と
い
う
ひ
ろ
い
意
味
を
持
つ
の

に
、
福
祉
に
な
る
と
、
「
可
哀
そ
う
な
、
惨
め
な
生
活
を
救
う
」

と
い
う
よ
う
な
狭
い
意
味
に
転
化
し
て
し
ま
う
。

占
領
軍
に
よ
り
示
さ
れ
た
憲
法
原
案
の
中
に
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
と

い
う
言
葉
が
入
っ
て
い
た
年
の
日
本
語
辞
典
に
福
祉
は
な
か
っ
た

の
で
、
お
そ
ら
く
翻
訳
の
と
き
誰
か
が
造
語
し
た
の
で
あ
ろ
う
か

ら
、
本
来
そ
う
し
た
狭
い
意
味
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
わ
が
国
の
福
祉
政
策
が
貧
困
対
策
の
ワ

ク
を
抜
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
、
「
福
祉
の
お
世
話
に
だ
け
は

な
り
た
く
な
い
」
と
い
う
前
近
代
的
な
「
イ
ご
意
識
が
残
存
し

て
い
た
こ
と
と
深
い
か
か
わ
り
が
あ
る
と
思
う
。

い
つ
ぽ
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
言
葉
は
、
な
ま
じ
日
本
語
に

翻
訳
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
す
ん
な
り
受
け
入
れ
ら
れ
、
女
子
学

生
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
が
人
気
が
あ
る
。
手
話
の
講
座

な
ど
は
い
つ
も
定
員
超
過
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
い
う
言
葉
の
も
と
も
と
の
意
味
は
、
志
願
兵
と
い
う
こ
と
で
、

「
ノ
ー
ブ
レ
ス
・
オ
ブ
リ
ー
ジ
ｚ
○
三
＄
＄
○
昌
恩
》
高
い
身
分
の

も
の
は
身
分
に
ふ
さ
わ
し
い
振
舞
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
の
義

務
を
果
た
す
た
め
に
、
貴
族
の
婦
人
が
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
品
物
を
詰

め
て
、
貧
し
い
人
た
ち
に
施
し
を
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

そ
れ
が
、
市
民
社
会
と
い
う
対
等
な
人
間
関
係
の
社
会
が
で
き

て
、
市
民
相
互
の
助
け
合
い
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
わ
が
国

は
、
い
ま
、
高
齢
化
率
が
十
一
・
九
％
で
、
「
高
齢
化
社
会
が
や

っ
て
き
た
、
タ
イ
ヘ
ン
だ
／
●
」
と
大
騒
ぎ
だ
が
、
二
○
二
五
年
に

は
、
八
十
五
歳
以
上
の
人
口
が
十
一
・
五
％
の
「
新
高
齢
化
時

代
」
が
や
っ
て
く
る
。
福
祉
の
対
象
は
一
部
の
人
び
と
で
は
な
く

な
り
、
私
た
ち
全
て
が
一
度
は
福
祉
の
対
象
者
に
な
る
と
覚
悟
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
、
一
時
的
、
か
つ
一
部

の
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
の
で
は
な
く
、
全
て
の
市
民
が
人

生
の
あ
ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ジ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
る
「
生
涯
福
祉
社

会
」
の
創
造
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

蕊
錯
錬
潮
織
議
鍵
鶴
鱗
鐸

１
３１
１
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赤ちゃん： < ん（平成２年３月1 5 日生）

△

翁溺

ＳＡＭＯＴＯＣＬＩＮｌＣ

といつし｡<息そ４コ
…穣識蝿嬢蕊議”蕊謹渉需唾調

；

ママ：まゆみさんパパ: 清さん須磨区存件

欝溌: ；騨鍵鍵；
凝議織識識瀞騨

鍵 鱗
識:Ｉ

麓

鍵蕊騨瀧 つよし

池田剛

:識議織蕊 神戸市兵庫区中道通４－１－１５
盃575-1024(病室壷576-9639）

☆佐本産科。婦人科☆
佐本学

識

、
１
，
Ⅲ
凹
函
Ⅱ
Ⅱ
肌１

「我家待望の長男剛です。元気ですくすく
育っています｡ 」

６
１

剛

市バス上沢４停南スグⅢ１１［Ⅲ川Ｉ｜［ｉ
ｌ

羅鍾塗塗
涼しさを誘うみずみずしい真夏のデザート

高級ワインで風味をひきたてたフルーツ窪
ゼリーの中に閉じ込めました。

グレーズパイナツブル､ オレンジ; キルシュ、
さわやかなフルーツの香りと
ひんやりした心地いい、あたりに

きっと御満足いただけることと忠いま説
合わせてプリンもお楽しみ下さい。

曝露
酢 G

蕊＃
蟻蕊議；
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鱗

子
供
の
頃
か
ら
、
外
国
人
の
、
そ
れ

も
横
文
字
の
名
前
を
つ
け
て
〃
ご
っ

こ
〃
遊
び
を
す
る
の
が
好
き
だ
っ
た
。

女
の
子
な
ら
、
多
分
誰
で
も
経
験
が
あ

る
。大

学
生
に
な
っ
て
も
そ
れ
が
尾
を
引

き
、
ア
メ
リ
カ
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た

時
、
ジ
ョ
ー
と
呼
ん
で
く
れ
な
ど
と
自

分
か
ら
提
言
し
た
の
だ
が
、
誰
も
そ
う

呼
ん
で
く
れ
な
か
っ
た
の
が
今
な
お
悔

し
い
。最

近
で
は
、
『
夢
食
い
魚
の
ブ
ル
ー
。

グ
ッ
ド
バ
イ
』
（
新
潮
社
・
刊
）
で
デ
ビ

ュ
ー
す
る
に
あ
た
っ
て
．
ヘ
ン
ネ
ー
ム
を

つ
け
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
、
今
だ
と
ば

か
り
横
文
字
の
名
を
考
え
た
。
だ
が
編

玉
岡
か
お
る

八
作
家
Ｖ

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・

ネ
ー
ム
を
持
つ
英
人

随
想

三

題

Bo u q u e t ・服部済美

集
者
か
ら
は
ま
っ
た
く
相
手
に
さ
れ
な

か
っ
た
体
験
が
あ
る
。

そ
ん
な
私
に
比
べ
、
実
に
幸
福
な
人

に
会
っ
た
。
英
国
人
で
あ
り
な
が
ら
、

外
国
・
日
本
の
文
字
で
書
く
名
前
を
持

っ
て
い
る
。
交
換
し
た
名
刺
に
は
、

〃
前
来
・
倭
人
″
（
マ
イ
ク
ル
・
ワ
ッ

ト
）
と
記
さ
れ
て
い
て
、
思
わ
ず
笑
っ

た
。

三
宮
の
は
ん
こ
屋
が
そ
の
字
の
ゴ
ッ

ド
フ
ァ
ー
ザ
ー
だ
と
い
う
。
客
が
た
と

え
外
人
で
あ
ろ
う
と
も
た
じ
ろ
が
ず
、

し
っ
か
り
商
売
に
す
る
あ
た
り
さ
す
が

神
戸
で
あ
る
。
三
浦
安
針
と
同
時
代
人

の
ヤ
ン
・
ヨ
ー
ス
テ
ン
も
、
当
て
字
の

日
本
名
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
字
の
ほ
う

が
妙
で
あ
る
。

彼
が
日
本
に
来
る
と
、
私
の
従
姉
が

活
躍
す
る
。
来
日
が
重
な
る
に
つ
れ
、

ビ
ジ
ネ
ス
外
に
も
親
し
く
な
っ
た
。
な

に
し
ろ
、
〃
ヘ
ン
な
外
人
″
な
の
で
あ

る
。東

京
よ
り
は
関
西
が
好
き
。
本
国
の

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

浮
世
絵
に
耽
溺
し
た
結
果
、
本
場
日
本

人
に
解
説
す
る
ほ
ど
詳
し
く
、
料
亭
で

は
上
手
に
箸
を
使
っ
て
、
刺
身
の
シ
マ

ま
で
平
ら
げ
る
。
基
本
的
に
は
皿
の
上

に
あ
る
も
の
は
全
部
食
べ
ら
れ
る
と
知

っ
て
い
て
、
し
そ
の
葉
だ
と
思
っ
て
食

べ
た
の
が
実
は
苦
い
キ
ュ
ウ
リ
の
葉
。

さ
す
が
に
当
惑
の
顔
を
し
た
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
ま
で
あ
る
。

京
都
、
大
阪
を
す
で
に
何
度
と
な
く

訪
れ
た
結
果
、
こ
の
夏
は
つ
い
に
神
戸

進
出
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
食
事
な
ら

懐
石
料
理
、
少
な
く
と
も
日
本
料
理

を
、
と
い
う
彼
の
条
件
を
満
た
す
に

は
、
こ
の
街
は
ど
う
も
中
途
半
端
。
各

国
料
理
な
ら
お
手
の
も
の
な
の
に
、
と

ぼ
や
き
な
が
ら
従
姉
が
思
い
つ
い
た
の

は
、
我
が
家
の
ク
ル
ー
ザ
ー
で
瀬
戸
内

の
小
島
へ
出
て
み
る
こ
と
だ
っ
た
。
神

戸
は
海
へ
の
玄
関
口
で
も
あ
る
。

見
渡
せ
ば
花
も
紅
葉
も
な
か
り
け
り

そ
れ
を
地
で
い
く
ひ
な
び
た
離
島
は
、

オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
夫
の
、
海
の
足
場
で

あ
る
。
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ッ
が
楽
し
め
る

ミ
ス
タ
ー
・
マ
イ
ク
ル
・
ワ
ッ
ト
（
前
来
・
倭
人
）
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フ
ラ
メ
ン
コ
の
激
し
い
リ
ズ
ム
と
思

②
●

わ
せ
振
り
な
振
り
に
汗
を
流
し
な
が
ら

ふ
と
腕
の
向
こ
う
に
、
一
人
の
恰
幅
の

よ
い
ス
ペ
イ
ン
人
を
想
い
浮
か
べ
る
こ

と
が
あ
る
。

「
変
わ
ら
な
い
ね
。
ア
ン
ダ
…
…
」

柔
和
な
茶
色
の
畔
が
、
四
十
路
も
終

り
に
近
く
な
っ
て
始
め
た
手
習
い
を
笑

っ
て
ウ
イ
ン
ク
を
し
た
。

「
ア
ン
タ
の
事
な
ら
何
で
も
知
っ
て
る
」

「
だ
か
ら
、
好
き
…
」

臆
面
も
な
く
私
は
甘
え
て
見
せ
る
。

門
田
露

〈
評
畢
癖
俵
需
晒
化
〉

夏
に
神
戸
で

出
会
っ
た
人

鍵
敬
愛
す
る
カ
シ
ミ
ロ
師
と
の
出
会
い

が
神
戸
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が

メ
リ
ケ
ン
波
止
場
で
の
小
さ
な
出
来
事

が
、
今
で
も
後
先
き
の
な
い
凝
縮
さ
れ

た
一
瞬
で
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
私
の

記
憶
の
底
に
居
す
わ
り
続
け
て
い
る
。

夏
の
波
止
場
の
昼
下
り
は
、
気
怠
い

よ
う
な
汽
笛
の
音
と
、
ど
こ
か
人
の
心

を
放
将
に
す
る
潮
風
で
、
ひ
り
ひ
り
す

る
よ
う
で
あ
っ
た
。

私
は
、
待
ち
合
わ
せ
た
人
と
ペ
ン
チ

で
話
し
な
が
ら
、
観
光
船
か
ら
は
き
出

さ
れ
る
人
波
を
、
見
る
と
も
な
く
眺
め

て
い
た
。

「
あ
つ
・
カ
シ
ミ
ロ
…
」

懐
し
い
人
の
顔
を
見
て
、
思
わ
ず
私

は
立
ち
上
っ
て
い
た
。
が
、
男
は
気
づ

か
ず
に
私
達
の
前
を
通
り
過
ぎ
て
行
っ

た
。
あ
る
後
ろ
め
た
さ
で
、
私
の
心
は

少
し
赤
ら
ん
で
い
た
。
戸
惑
う
私
の
前

を
知
っ
て
か
知
ら
ず
か
、
も
う
一
度
性

か
ら
、
夫
に
は
何
も
問
題
に
な
ら
な

い
。
し
か
し
島
流
し
と
い
う
言
葉
が
あ

る
よ
う
に
、
日
本
人
で
さ
え
都
会
を
好

む
。
案
じ
て
い
た
が
こ
の
エ
ト
ラ
ン
ゼ

は
、
少
し
も
寂
し
が
ら
ず
海
の
風
情
を

満
喫
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

砂
が
こ
ぼ
れ
た
畳
の
上
に
き
ち
ん
と

正
座
し
、
コ
ッ
プ
が
わ
り
の
ワ
ン
カ
ッ

プ
清
酒
の
空
き
瓶
で
水
を
飲
み
、
出
さ

れ
た
魚
の
煮
つ
け
も
、
肝
の
部
分
ま
で

残
さ
ず
、
文
字
ど
お
り
骨
だ
け
に
し
て

し
ま
っ
た
。

私
た
ち
よ
り
、
よ
ほ
ど
〃
倭
人
″
Ⅱ

日
本
人
ら
し
い
。
〃
ヘ
ン
な
外
人
″
の

真
意
が
理
解
で
き
て
、
私
も
半
ば
呆
れ

た
。従

姉
は
言
っ
た
。
「
き
っ
と
彼
っ
て
認

前
世
が
日
本
人
だ
っ
た
の
よ
」

そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
い
う
人

に
ず
ん
ず
ん
〃
前
″
へ
〃
来
″
ら
れ
る

と
、
現
世
の
日
本
人
と
し
て
の
顔
が
立

た
な
い
。
世
界
の
国
々
に
扉
を
開
い
た

ミ
ナ
ト
。
神
戸
に
帰
り
つ
い
て
思
っ

た
。
当
面
、
少
女
時
代
か
ら
凝
っ
て
い

た
横
文
字
の
名
前
ご
っ
こ
は
や
め
に
し

よ
う
と
。
ど
う
や
ら
夫
の
船
で
、
倭
人

に
徹
す
る
夏
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

3４

復
し
て
彼
は
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
ぽ
か

ん
と
し
た
ま
ま
で
、
後
姿
を
見
送
り
な

が
ら
、
私
は
そ
の
人
の
く
る
ぶ
し
の
肌

の
白
さ
な
ん
か
を
思
い
出
し
て
い
た
。

数
年
前
、
日
曜
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
を

し
て
い
て
生
徒
を
連
れ
て
ハ
イ
キ
ン
グ

に
行
っ
た
。
何
か
の
は
ず
み
で
山
路
で

怪
我
を
し
た
カ
シ
ミ
ロ
師
に
、
慌
て
て

薬
を
差
し
出
し
た
も
の
の
、
剥
出
さ
れ

た
男
の
腔
の
生
々
し
さ
に
膳
躍
っ
た
。

「
ア
ン
タ
が
、
塗
っ
て
よ
シ
」

そ
の
甘
え
た
よ
う
な
悪
戯
っ
ぽ
い
目

の
色
に
は
、
心
を
許
し
た
者
の
強
制
力

が
あ
っ
た
。
そ
の
頃
、
私
は
「
地
球
家

族
を
作
る
」
と
い
う
彼
の
世
界
平
和
の

計
画
に
参
加
し
て
燃
え
て
い
た
。

そ
の
後
程
な
く
カ
シ
ミ
ロ
師
の
大
学

へ
の
転
勤
が
あ
り
、
同
時
に
文
学
の
道

に
没
頭
し
始
め
た
私
は
教
会
か
ら
も
疎

遠
●
に
な
っ
て
い
っ
た
。

あ
の
時
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
で
、
無
言

の
ま
ま
別
れ
た
カ
シ
ミ
ロ
師
は
、
二
ヶ

月
後
母
国
ス
ペ
イ
ン
で
癌
の
た
め
亡
く

な
っ
た
。

フ
ラ
メ
ン
コ
の
リ
ズ
ム
が
、
一
段
と

激
し
さ
を
増
し
た
。

第1 3 回神戸文学賞受賞作｢ お夏」
日本風土記の会より６月に発行
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ず
、
文
法
的
に
も
自
信
が
な
く
、
読
者

の
ご
叱
正
を
お
待
ち
す
る
ば
か
り
で

す
。朝

、
毎
、
読
、
神
戸
、
産
経
と
各
紙

の
ご
紹
介
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う

か
。
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
の
反
響
に

驚
い
て
い
ま
す
。
生
命
あ
る
内
に
本
に

し
た
い
と
は
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
陽

の
目
を
見
ま
し
た
の
は
、
全
く
島
田
誠

海
文
堂
書
店
社
長
の
友
情
の
お
か
げ
で

す
。
こ
ん
な
あ
り
が
た
い
ご
好
意
を
受

け
る
と
は
望
外
の
果
報
と
言
う
べ
き
で

し
ょ
う
。
病
床
で
出
版
の
こ
と
を
告
げ

ら
れ
た
時
の
嬉
し
さ
は
言
葉
で
表
わ
せ

ま
せ
ん
。
親
友
の
歯
科
医
佐
本
進
先
生

の
自
死
を
始
め
、
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
出

来
事
の
多
か
っ
た
病
中
に
お
い
て
、
菩

蔽
色
の
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

ｌ
地
球
は
青
く
闇
無
限
我
は
た
だ

臨
終
告
知
を
待
ち
い
た
り
。
銀
河
系
よ

そ
の
方
向
を
誤
る
な
か
れ
。

ど
う
し
て
宇
宙
の
こ
と
が
よ
く
出
て

く
る
の
か
と
記
者
に
尋
ね
ら
れ
ま
し
た

が
、
病
ん
で
初
め
て
個
体
の
卑
少
さ
を

思
い
知
ら
さ
れ
、
同
時
代
史
の
無
限
の

宇
宙
的
広
が
り
を
感
得
し
た
か
ら
で

す
。
人
間
と
か
社
会
と
か
言
い
ま
し
て

「
上
手
く
な
っ
た
ら
、
き
っ
と
お
墓
参

り
行
く
か
ら
・
・
・
」

私
は
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
腕
の
向
こ
う

の
カ
シ
ミ
ロ
師
に
畷
い
た
。

波
止
場
の
ベ
ン
チ
で
、
楽
し
気
に
話

し
て
い
た
相
手
が
男
性
で
あ
っ
た
た
め

気
を
利
か
せ
て
、
黙
っ
て
別
れ
を
告
げ

て
い
っ
て
く
れ
た
お
礼
を
こ
め
て
。

踊
り
が
終
り
、
彼
が
消
え
る
前
、
持

ち
前
の
悪
戯
っ
ぽ
さ
で
畷
い
た
。

「
ア
ン
タ
、
い
い
女
に
な
っ
た
よ
…
」

風
雨
に
傷
め
ど
も
漂
流
も
沈
没
も

免
れ
得
た
る
を
幸
と
せ
む

小
さ
き
座
礁
船
の
如
我
横
た
わ
り
て

時
の
潮
に
ゆ
ら
れ
て
い
た
り
九
カ
月
余

人
生
は
一
瞬
、
光
は
開
と
言
い
ま
す

が
、
ま
さ
か
瞬
時
に
肢
体
不
自
由
者
に

な
ろ
う
と
は
夢
想
も
し
ま
せ
ん
で
し
た

「
座
礁
船
」
は
、
意
識
こ
そ
あ
れ
、
切

れ
切
れ
の
想
念
の
断
片
を
と
ら
え
、
記

録
し
た
も
の
で
す
。
日
頃
、
俳
句
や
短

歌
を
作
っ
て
い
た
の
か
と
聞
か
れ
ま
す

が
、
そ
う
で
は
な
く
、
断
片
的
な
想
念

は
短
詩
形
の
方
が
表
現
し
や
す
か
っ
た

だ
け
の
こ
と
で
す
。
作
法
も
わ
き
ま
え

近
著
「
座
礁
船
」

に
つ
い
て

服
部
正

〈
癖
》
睡
需
蓉
読
維
埠
〉

闘病生活での想いをつづって

世
要
す
る
に
皮
膚
、
粘
膜
を
境
界
と

す
る
個
体
の
群
れ
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

機
関
紙
「
こ
う
べ
芸
文
」
に
繰
り
返

し
提
言
し
た
こ
と
で
す
が
、
芸
術
文
化

振
興
財
団
を
創
設
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

規
模
で
日
本
の
芸
術
文
化
と
世
界
の
そ

れ
と
の
交
流
を
図
り
た
い
も
の
で
す
。

財
団
は
芸
術
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
の
機

能
を
果
た
す
べ
き
だ
と
思
っ
’
て
い
ま

す
。６

月
釦
日
自
宅
に
「
外
泊
」
中
執
筆

i繕､I抑IRル
ＩＦ・顔餌正
蕊、滝．…

私
は
人
生
の
小
さ
な
一
隻
の
座
礁
船
で

あ
る

海
底
に
沈
む
日
は
遠
く
な
い

船
室
の
フ
ロ
ア
に
は
潮
が
満
ち
は
じ
め

す
で
に
潮
位
は
ベ
ッ
ド
す
れ
す
れ
の
よ

う
だ

冷
た
い
海
水
は
や
が
て
病
室
を
天
井
ま

で
埋
め
つ
く
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う

そ
し
て
当
然
そ
れ
は
私
の
耳
や
鼻
に
も

入
っ
て
く
る

自
分
だ
け
が
誰
か
に
救
助
さ
れ

こ
の
座
礁
船
の
た
っ
た
一
人
の
生
存
者

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
こ
と
は
確

か
で
あ
る

す
で
に
戯
悔
の
祈
り
は
終
っ
た

壁
の
時
計
は
動
き
続
け
て
い
る

救
難
の
汽
笛
が
響
き
わ
た
る

１
３５
１

■
「
座
礁
船
」
は
服
部
さ
ん
の
詩
な
ど
加
編
と
清

美
夫
人
に
よ
る
闘
病
記
か
ら
な
る
。
新
書
変
型

版
、
訂
ペ
ー
ジ
、
３
０
０
円
の
冊
子
。
海
文
堂
書

店
と
コ
ー
ベ
プ
ッ
ク
ス
さ
ん
ち
か
店
で
発
売
中
。
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蕊鍵鍵蕊欝

も
、
互
い
に
干
渉
し
、
引
き
合
い
、
対

を
成
し
釧
路
市
の
テ
ー
マ
で
あ
る
『
近

代
と
太
古
』
い
わ
ば
人
工
と
自
然
の
双

つ
の
焦
点
と
し
て
都
市
の
中
に
存
在
し

て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
。
彼
の
説
明
に

よ
る
〃
丹
頂
鶴
が
卵
を
抱
き
か
か
え
る

よ
う
な
フ
ォ
ル
ム
と
か
２
重
螺
旋
の
天

・
人
・
地
の
三
層
空
間
、
ま
た
湿
原
の
中

に
生
ま
れ
た
球
形
植
物
そ
の
ま
ま
の
姿

ｌ
大
地
の
遺
伝
子
〃
と
か
の
言
葉
ほ

ど
に
は
象
徴
性
を
感
じ
な
く
、
時
間
と

コ
ス
ト
で
制
約
さ
れ
る
現
代
建
築
の
限

界
を
感
じ
て
し
ま
う
。
細
か
い
こ
と
だ

が
、
寒
さ
や
冷
え
へ
の
配
慮
は
あ
る
に

せ
よ
、
玄
関
の
戸
扉
や
枠
が
集
成
材
と

は
い
え
が
っ
ち
り
と
し
た
「
木
」
で
組

み
た
て
ら
れ
て
い
る
安
心
感
、
ま
た
、

他
の
作
品
に
も
共
通
だ
が
、
打
ち
放
し

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
そ
の
ま
ま
で
な
く
土

色
に
着
色
し
て
い
る
な
ど
に
共
感
し

た
。
東
中
学
校
は
、
円
孤
を
の
せ
た
と

っ
て
つ
け
た
よ
う
な
外
観
が
、
建
築
物

全
体
の
落
着
い
た
グ
レ
ー
系
の
色
合
い

と
重
な
っ
て
、
予
想
外
に
良
い
。
キ
ャ

ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
の
外
観
は
、
道
東
経
済

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
な
ど
の
た
だ
お
金
を
か

け
た
だ
け
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
何
ら
デ
ザ
イ
ン

色
の
な
い
単
調
な
建
物
に
比
べ
て
、
魅

力
的
で
あ
る
。
も
う
少
し
規
模
が
大
き

け
れ
ば
、
旧
釧
路
川
に
か
か
る
幣
舞
橋

あ
た
り
の
風
景
を
、
フ
ィ
シ
ャ
ー
マ
ン

ズ
ワ
ー
フ
の
巨
大
建
築
と
重
ね
て
、
ド

ラ
マ
チ
ッ
ク
に
し
て
く
れ
た
だ
ろ
う
。

こ
の
あ
た
り
の
建
て
替
え
に
、
彼
が
ま

た
ま
た
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。
フ
イ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
ワ
ー
フ

は
、
そ
の
中
身
が
あ
ま
り
に
も
諸
外
国

に
流
行
か
つ
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ト
の
全
国

版
の
類
型
で
、
彼
の
理
念
的
空
間
造
形

が
活
用
さ
れ
る
よ
う
な
し
く
み
に
な
っ

て
い
な
い
の
が
残
念
だ
っ
た
。

釧
路
の
毛
網
毅
暖
の

建
築
作
品

：灘
灘鐸 同

窓
の
毛
網
毅
砿
君
の
故
郷
・
釧
路
下
に
見
お
ろ
す
坂
の
風
景
な
ど
が
す
ぱ

で
の
建
築
作
品
を
、
や
っ
と
拝
見
し
て
ら
し
い
が
、
最
近
、
安
易
に
か
つ
乱
暴

き
た
。
彼
の
作
品
を
め
ぐ
っ
て
の
各
種
に
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
を
建
設
し
て
こ
の

の
評
論
に
向
っ
て
、
私
な
り
の
意
見
も
景
観
を
破
壊
す
る
動
き
が
で
て
い
る
。

述
べ
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
ま
港
の
金
森
倉
庫
ｌ
ヒ
ス
ト
リ
‐
プ
ラ

ず
実
物
を
見
な
い
こ
と
に
は
、
何
も
発
ザ
や
ベ
イ
函
館
の
赤
レ
ン
ガ
も
観
光
名

言
で
き
な
い
。
神
戸
と
釧
路
は
、
け
っ
所
で
あ
り
、
高
田
屋
嘉
兵
衛
資
料
館
は
、

こ
う
離
れ
て
い
る
。
ど
こ
か
へ
の
つ
い

早
朝
や
夕
刻
に
町
を
訪
れ
る
人
々
の
た

め
に
朝
７
時
訓
分
か
ら
夜
６
時
ま
で
開

で
に
、
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

い
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
ぶ
り
で
あ
る
。

い
ま
北
海
道
は
、
小
榔
も
函
館
も
、

釧
路
に
も
、
「
啄
木
」
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
冨
良
野
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
そ
の
来
釧
布
日
間
の
記
録
が
研
究
さ
れ

環
境
や
地
域
資
源
を
ベ
ー
ス
に
し
て
の

て
い
た
・
ま
た
、
町
並
み
物
と
し
て

観
光
ブ
ー
ム
に
当
面
し
て
い
る
。
は
、
「
釧
路
発
北
の
家
図
鑑
涌
井

小
榊
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
の
運
河
義
美
」
が
手
に
入
っ
た
。

保
存
運
動
の
行
く
末
と
し
て
の
〃
現
と
こ
ろ
で
、
毛
網
作
品
だ
が
、
釧
路

在
″
が
あ
る
。
全
国
町
並
ゼ
ミ
の
大
会
で
は
、
こ
の
現
代
建
築
が
、
観
光
ブ
ー

ム
に
参
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
釧
路

で
拝
聴
す
る
た
び
に
、
市
民
運
動
の
リ

ー
ダ
ー
だ
っ
た
峰
山
さ
ん
の
報
告
に
は
市
観
光
課
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
夢
街
く

し
ろ
」
の
表
紙
が
「
釧
路
フ
ィ
シ
ャ
ー

本
当
に
胸
を
う
た
れ
た
。
先
日
の
京
都
？
／
譲
、
７
７
ｆ
ｊ
ｊ
－
零
．
、
「
一
丁

１
３６
１

れ
た
。
先
日
の
京
都

マ
ン
ズ
ワ
ー
フ
ー
Ｍ
ｏ
ｏ
」
で
今
市

大
会
に
も
、
元
気
立
博
物
館
、
湿
原
展
望
台
、
そ
し
て
マ

な
姿
を
見
せ
て
、
イ
シ
ー
マ
ン
ズ
ワ
ー
フ
と
同
様
、
東
中

〃
現
在
″
を
言
葉
学
校
も
、
地
元
出
身
の
建
築
家
・
毛
網

少
な
く
だ
が
語
っ
毅
砿
氏
の
設
計
に
よ
る
も
の
で
す
」
と

館
て
く
れ
た
。
函
館
銘
記
さ
れ
て
い
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と

物
の
町
は
、
函
館
山

い
え
ば
、
札
幌
芸
術
の
森
の
Ｐ
Ｒ
誌

「
Ｇ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
」
も
、
「
宇
宙
の
記
憶
を

準
山
麓
の
西
部
地
区

た
ど
る
」
と
題
し
て
特
集
し
て
い
た
。

市
で
の
旧
函
館
区
公

ま
ず
湿
原
展
望
台
と
市
立
博
物
館
を

路
会
堂
や
最
近
修
復
拝
見
し
た
。
こ
の
２
作
品
は
、
昭
和
卵

針
が
完
了
し
た
ハ
リ
年
度
の
建
築
学
会
賞
を
受
賞
し
た
。
受

ス
ト
ス
正
教
会
あ
賞
の
言
葉
で
、
彼
は
「
そ
れ
ぞ
れ
が
す

た
り
か
ら
港
を
真
で
に
独
立
し
た
建
物
で
あ
り
な
が
ら

八
そ
の
皿
Ｖ

水
谷
頴
介
八
都
市
計
画
家
・
建
築
家
ｖ
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チェック｡ 基本的に麻と綿は水に強い素材ですｶ ﾐ ファッ
ション性の高いものには､ 加工の仕方や型くずれ防止の
ために、ﾗ ｲ 表示のものも多いので気をつけます。
レーヨンは独特の光沢が魅力ですカミ泣き所は水。水
に濡れると光沢が消えてしまい､ 破れやすく、シワになっ
たりします｡ 水洗いは禁物､ 必ずアフターファッションは専
門店におまかせ下さい。
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真
夏
の
太
陽
が
照
り
つ
け
る
暑
い
日
に
私
は
生
れ
た
。

太
陽
の
よ
う
に
明
る
く
あ
れ
と
父
は
願
っ
て
、
私
を
陽
子

と
名
付
け
た
。
私
の
本
名
で
あ
る
。

そ
の
名
の
如
く
、
私
は
明
る
く
率
直
で
情
熱
的
だ
。
そ

れ
を
誇
ら
し
く
思
っ
て
い
る
。

『
あ
な
た
に
ぴ
っ
た
り
の
い
い
名
前
ね
』
と
友
達
に
言

っ
て
も
ら
っ
て
、
ず
っ
と
気
に
入
っ
て
い
た
の
だ
が
…
…

私
の
夫
は
四
人
兄
弟
の
長
男
。
従
っ
て
弟
が
三
人
い

る
。
そ
の
三
男
と
四
男
の
妻
が
、
何
と
ヨ
ー
コ
な
の
だ
。

い
く
ら
長
男
の
妻
の
私
が
魅
力
的
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
弟

達
が
妻
の
名
前
を
ヨ
ー
コ
に
し
な
く
て
も
い
い
の
に
と
思

っ
て
し
ま
う
。
考
え
過
ぎ
か
し
ら
。

現
実
に
は
、
一
族
に
三
人
も
ヨ
ー
コ
さ
ん
が
い
る
と
、

や
や
こ
し
く
て
仕
方
が
な
い
。
お
正
月
な
ど
全
員
が
揃
っ

た
時
、
『
ヨ
ー
コ
さ
ん
』
と
誰
か
が
呼
ぶ
と
、
三
人
が

『
ハ
ー
イ
』
と
返
事
す
る
。

『
ヨ
ー
コ
さ
ん
に
お
電
話
』
と
い
わ
れ
る
と
、
三
人
が

電
話
の
前
で
ウ
ロ
ウ
ロ
す
る
。

な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
と
、
男
ど
も
が
会
議
を
開
い
た
。

『
一
号
さ
ん
、
二
号
さ
ん
、
三
号
さ
ん
と
い
う
の
は
ど

う
か
な
』

こ
れ
に
は
三
男
の
ヨ
ー
コ
さ
ん
が
反
対
し
た
。

『
二
号
さ
ん
な
ん
て
、
嫌
』

確
か
に
、
そ
れ
は
具
合
が
悪
い
。
ま
た
、
皆
で
考
え
る
。

『
じ
ゃ
あ
、
新
し
い
ヨ
ー
コ
さ
ん
、
中
古
の
ヨ
ー
コ
さ

ん
、
一
番
古
い
ヨ
ー
コ
さ
ん
て
い
う
の
は
ど
う
か
な
』

と
四
男
が
言
っ
た
。
そ
の
時
、
彼
は
新
婚
だ
っ
た
の
だ
。

こ
れ
に
は
、
三
男
の
ヨ
ー
コ
さ
ん
と
長
男
の
ヨ
ー
コ
で
あ

る
私
が
猛
烈
反
対
し
た
。

『
中
古
な
ん
て
嫌
』

車
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
、
中
古
な
ん
て
失
礼
と
い
う
も

の
だ
。『

一
番
古
い
と
は
何
よ
』

私
も
憤
然
と
し
た
。
全
く
、
人
を
沢
あ
ん
の
古
漬
け
み

１
３８
１

ロ
エ
ッ
セ
イ
・
皿

名
前

〈
作
家
〉

カ
ッ
ト
／
西
村
功

田
中
千
佳
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た
い
に
言
っ
て
。
妻
な
ん
て
新
し
け
れ
ば
い
い
と
い
う
も

の
で
も
な
い
。
新
婚
だ
か
ら
っ
て
、
で
れ
で
れ
す
る
な
。

ど
ん
な
案
が
出
て
も
誰
か
が
文
句
を
言
う
。
男
ど
も
は

飲
ん
で
い
た
の
で
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
段
々
酔
っ

て
き
た
。
も
う
ど
う
で
も
よ
く
な
っ
て
き
た
の
だ
。
誰
か

が
、
や
け
く
そ
で

『
一
番
き
れ
い
な
ヨ
ー
コ
さ
ん
』

と
呼
ん
で
み
た
。

と
こ
ろ
が
、
三
人
の
ヨ
ー
コ
さ
ん
が
、
一
斉
に

『
ハ
ー
イ
』

と
返
事
し
た
の
だ
。

こ
れ
に
は
驚
い
た
。
つ
つ
ま
し
い
と
思
っ
て
い
た
新
婚

の
ヨ
ー
コ
さ
ん
が
一
番
大
き
な
声
だ
っ
た
。

三
人
全
部
が
自
分
が
一
番
き
れ
い
と
思
っ
て
い
る
と
は

．
…
…
・
・
女
と
は
自
惚
れ
の
強
い
も
の
な
の
で
す
ね
え
。
勿

論
、
私
も
含
め
て
だ
け
れ
ど
。

結
論
が
出
な
い
ま
ま
で
、
お
開
き
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

仕
方
が
な
い
か
ら
、
住
ん
で
い
る
場
所
で
呼
ぶ
こ
と
に
な

っ
た
。『

神
戸
の
ヨ
ー
コ
さ
ん
』
と
か
『
名
古
屋
の
ヨ
ー
コ
さ

ん
』
と
か
。
し
か
し
、
東
京
に
三
男
と
四
男
が
住
む
よ
う

に
な
っ
て
、
ま
た
や
や
こ
し
く
な
り
、
『
Ａ
夫
ヨ
ー
コ
さ

ん
』
と
か
『
Ｂ
夫
ヨ
ー
コ
さ
ん
』
と
か
夫
の
名
を
つ
け
て

呼
ん
で
い
る
。

た
っ
た
一
人
、
『
レ
イ
コ
さ
ん
』
だ
っ
た
次
男
の
妻
は
、

あ
る
日
、
脳
内
動
脈
癌
破
裂
で
突
然
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。彼

女
は
生
前
ふ
ざ
け
て
、

『
改
名
し
ま
し
ょ
う
か
。
そ
う
す
れ
ば
、
テ
レ
ビ
に
四

人
揃
っ
て
出
ら
れ
る
わ
。
お
嫁
さ
ん
全
部
が
ヨ
ー
コ
で
す

っ
て
』と

言
っ
た
り
し
て
い
た
。

１
３９
１

「
こ
の
家
の
嫁
は
、
や
っ
ぱ
り
ヨ
ー
コ
で
な
い
と
い
け

な
い
の
か
し
ら
」

私
達
ヨ
ー
コ
三
人
組
は
顔
を
見
合
わ
せ
た
。
何
だ
か
薄

気
味
悪
か
つ
た
。

し
ば
ら
く
何
も
な
か
っ
た
の
だ
が
、
私
の
息
子
が
結
婚

し
た
。
妻
の
名
を
『
弘
美
』
と
い
う
。
そ
し
て
、
次
男
の

息
子
も
結
婚
し
た
。
妻
の
名
は
同
じ
く
『
弘
美
』
で
あ

る
。
本
当
に
偶
然
な
の
だ
。

し
か
し
、
三
男
に
も
四
男
に
も
息
子
が
い
る
。
何
事
に

も
足
並
み
を
揃
え
る
一
族
な
の
で
、
妻
の
名
前
は
全
部

『
弘
美
」
で
な
け
れ
ば
と
暗
示
を
か
け
ら
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
い
人
が
み
つ
か
っ
て
も
、
名
前
が
『
ヒ
ロ
ミ
』
で
な

い
か
ら
と
あ
き
ら
め
た
り
し
な
い
で
ほ
し
い
。

こ
こ
で
、
一
番
と
く
を
し
て
い
る
の
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
で
あ
る
。
何
し
ろ
、
『
ヨ
ー
コ
さ
ん
』
と
『
ヒ
ロ
ミ
さ

ん
』
と
を
交
互
に
言
っ
て
い
れ
ば
、
大
抵
の
こ
と
は
解
決

し
て
し
ま
う
。

本
音
を
言
え
ば
、
個
性
豊
か
に
一
人
一
人
違
う
名
前
の

方
が
い
い
。
先
日
も
『
ハ
ャ
シ
ョ
ウ
コ
』
で
生
命
保
険
会

社
か
ら
手
紙
が
き
て
、
百
万
円
が
満
期
に
な
っ
た
か
ら
と

書
い
て
あ
っ
た
。

胸
が
ド
キ
ド
キ
し
た
。
自
分
で
保
険
か
け
て
忘
れ
て
い

た
の
か
、
そ
れ
と
も
夫
が
こ
っ
そ
り
か
け
て
い
て
く
れ
た

の
か
と
期
待
し
た
の
だ
が
違
っ
て
い
た
。

海
外
勤
務
し
て
い
る
四
男
の
ヨ
ー
コ
さ
ん
の
も
の
だ
っ

た
。
ぬ
か
喜
び
し
て
し
ま
っ
た
。
や
っ
ぱ
り
名
前
は
違
う

方
が
い
い
。蕊

懸鴻金
継漂蔦

皇ル婚鵬

婆謬り
騨捗,iii

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m


